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1. 背景・⽬的 
1-1 背景 

地球温暖化が進む現代では、CO2 削減の観点から、世界中
で⾃転⾞の利⽤が推進されている。特に新型コロナウイルス
の感染拡⼤が問題となっている今、⾃転⾞利⽤がコロナ禍に
よって減少した運動機会の増加や通勤ラッシュでの密回避に
つながるとして、より注⽬を集めている。⽇本でも、国⼟交
通省の⾃転⾞活⽤推進本部が平成 29 年に「⾃転⾞活⽤推進
法」を発表し、⾃転⾞利⽤を推進している[1]。つくば市にお
いても、「⾃転⾞のまちつくば」を掲げ、⾃転⾞⾛⾏帯の整備
やシェアサイクル事業が積極的に⾏われている[2]。 

筑波⼤学⽣にとっても⾃転⾞は主な交通⼿段であり、⼤学
周辺では多くの⾃転⾞が⾒られる。平成 29 年度の学⽣⽣活実
態調査によると、⾃転⾞を通学時に利⽤している筑波⼤⽣の
割合は、⾬天時でも 67.6％、通常時に⾄っては 86.6％にまで
達している [3]。このことから、天候にかかわらず筑波⼤学
⽣は⾃転⾞利⽤者が多いということが分かる。 
 ここで⾃転⾞利⽤に関わる交通ルールについて、いまいち
ど振り返る。国⼟交通省によると、⾃転⾞は原則⾞道の左側
を⾛⾏しなければならないが、道路⼯事等のやむを得ない場
合のみ歩道⾛⾏が認められている[4]。この「やむを得な
い」の但し書きによって、⾃転⾞が⾞道と歩道どちらを⾛る
かの判断が⾃転⾞利⽤者に委ねられ、安易に歩道を⾛る⼈が
多いのが現状である。ただしそれは、今の道路状況を考える
と致し⽅ないことともいえる。 
 ⾃転⾞は原則⾞道⾛⾏という交通ルールはあるが、⾞道を
⾛ることは危険だと感じる⼈も多いだろう。しかし、国⼟交
通省、国⼟技術政策総合研究所の三名の観測によると、⾞道
の左側を通⾏することが最も安全であることがわかってい
る。この観測では、ある地点での⾃転⾞の⾛⾏ルートごとの
出会い頭事故件数を観測しており、⾞道の左側を⾛⾏してい
る⾃転⾞の事故件数が最も少ないという結果が出ている
[5]。よって⾃転⾞で⾞道を⾛ることは、より安全な⾃転⾞
利⽤につながることがわかる。 
 ⾃転⾞の⾛⾏ルート選択に⼤きく関わる要素として、⾃転
⾞通⾏帯の存在がある。⾃転⾞と⾃動⾞の共存問題は世界中
に存在し、今まで様々な対策がなされてきた。海外の中に
は、⾃転⾞と⾃動⾞を完全に分離するため、⾃転⾞専⽤の道
路を整備している地域もある。つくば市ではそこまでとはい
かないものの、⾃転⾞と⾃動⾞の共存を⽬指して、⾃転⾞通
⾏帯の整備が進められている。令和 3 年 10 ⽉ 18 ⽇に⾏わ
れたつくば市役所の森⽒講演会の質疑応答によると、駅周辺
の主要な道路を優先して整備をするよう努⼒しているとのこ
とである[6]。しかし、⾃転⾞通⾏帯の整備には⼤きなコス

トと時間がかかる。主要な道路を優先するとしているが、そ
の優先づけの問題もある。そういったことから、⾃転⾞通⾏
帯の整備に時間がかかっているのが現状である。 
 
1-2 ⽬的 
 以上より、私たちは中間発表の時点で、⾃転⾞の安全な⾞
道⾛⾏を促すことを本演習の⽬的として設定した。⾃転⾞の
⾞道⾛⾏を妨げている要因と⾃転⾞利⽤者の⾛⾏ルート選
択・意識を予備調査により把握した上で、最終発表に向けて
⾃転⾞の⾞道⾛⾏を促す⽅策について考えていく。 
 
2. 予備調査 
2-1 予備調査概要 

⾃転⾞利⽤者に⾞道⾛⾏を促す⽅法を考えるため、アンケ
ート調査と実地調査の 2 つの予備調査を実施した。 
 
2-1-1 アンケート調査 

アンケート調査では、筑波⼤学⽣の⾃転⾞⾛⾏ルールの理
解度、⾃転⾞で歩道を⾛⾏しようと考える要因を調査した。 
⽬的：⾃転⾞⾛⾏に関する意識・知識レベルの調査 
期間：2021 年 10 ⽉ 28 ⽇〜31 ⽇ 
対象：社⼯を中⼼とする筑波⼤⽣ 
⽅法：Google Formによるアンケート 
質問項⽬： 
・性別 
・⾃転⾞の利⽤頻度 
・⾃動⾞運転免許を持っているか 
・⾃動⾞を運転する頻度 
・特定の道路の写真を提⽰し、その道路を⾛⾏すると想定し

たとき、どの⾛⾏ルートを選択するかとその理由 
・⼀般に⾃転⾞で歩道を⾛⾏する際に重要視する項⽬とその
項⽬の重要度 

回答者数：232名 
 
2-1-2 実地調査 
 実地調査では、筑波⼤学周辺の道路において、⾃転⾞が⾞
道と歩道のどちらを⾛っているか、またその時の道路の利⽤
状況を調査した。道路の利⽤状況とは、歩⾏者がいたか、⾃
動⾞が⾛っていたか、などの要素を指す。これらの道路状況
が、⾃転⾞のルート選択に与える影響を調べることを⽬的と
した。調査場所の選定においては、⾞道と歩道が明確に分か
れていることと道路の整備状況に偏りがないことを重視し、
⾃転⾞通⾏帯の有無や歩道の広さといった属性の異なる場所
を選定した。 



⽬的：⾃転⾞⾛⾏の現状把握 
期間：2021 年 10 ⽉ 26 ⽇〜11⽉ 1 ⽇ 
時間：平⽇及び休⽇の 8 時〜9 時、 

13 時〜14 時、18 時〜19 時 
場所：①筑波学院⼤学前(211 ⼈) 

②松⾒通り(174 ⼈) 
③春⽇ 4丁⽬セブンイレブン前(152 ⼈) 
④天久保 4丁⽬セブンイレブン前(117 ⼈) 
の計 4 地点 

調査件数：654件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 実地調査を⾏った場所とその様⼦ 
 

2-2 予備調査結果と考察 
2-2-1 アンケート調査  

 「⾃転⾞は原則⾞道の左側通⾏という交通ルールを知って
いるか」という質問に題して、97％の回答者が知っていると
回答した。次に図 2 の画像を⾒せて、「あなたがこの道路を⼿
前から奥に⾃転⾞で進み、その先で右に曲がるとしたとき、
A,B,C,D のうちどの道を通りますか」という質問に対して、
交通ルール上の正解である「⾞道左側を⾛⾏する」と回答し
たのは 71％であった。これら 2 つの項⽬から、交通ルールに
ついての知識と道路選択場⾯における道路通⾏者の意識の間
には⼤きな乖離があることが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 筑波⼤学⽣が選択した⾛⾏ルート 
 
2-2-2 実地調査 
まず始めに、道路の利⽤状況が⾃転⾞のルート選択に影響を
与えるのかを探るため、⾃転⾞の⾛⾏ルート選択を⽬的変数
（⾞道=1, 歩道=0）、道路利⽤者の有無を独⽴変数とするロ
ジスティック回帰分析をおこなった。その結果、道路利⽤者
の状況は⾃転⾞利⽤者の⾛⾏ルート選択に影響を与えるとは
⾔えないことがわかった。 
次に、⾃転⾞⾛⾏時の歩⾏者及び⾃動⾞の有無で場合分け

をし、⾞道・歩道選択を集計した。いずれの状況においても
⾞道を⾛⾏する⾃転⾞は約 50％にとどまることが判明した。
要するに、実際の道路で交通ルールに従って⾞道を⾛⾏して
いる⼈は、⼆⼈に⼀⼈の割合でしかいないということである。 
 
2-3 調査全体の考察 
予備アンケート調査から、97％の回答者が⾃転⾞は原則⾞

道左側⾛⾏という交通ルールを知っていた⼀⽅で、道路の画
像提⽰による⾞道・歩道選択では交通ルール通りの回答は約
70％にまで減少した。さらに、実際の道路での⾃転⾞⾛⾏観
測結果からは、交通ルールを遵守する⼈が約 50％にとどまる
ことが確認された。このことから、知識、意識、⾏動の順で、
交通ルール上正しい判断をする程度は減っていくことがわか
った。[知識＞意識＞⾏動] 
 
3. 中間発表後の考察 
 中間発表において私たちは、⾃転⾞に⾞道⾛⾏を促すこと
を⽬的としていた。しかし中間発表後、「⾞道⾛⾏が絶対に良
いとは限らないのではないか」、「道路の種類ごとに場合分け
が必要なのではないか」、といった指摘が寄せられた。本実習
内で全ての道路の種類について⾔及することは困難であるた
め、私たちは調査対象を、⾃転⾞通⾏帯のある道路に限定す
ることとした。⾃転⾞通⾏帯に着⽬した理由は、本来⾃転⾞
通⾏帯は、⾃転⾞の⾞道⾛⾏を促すために整備されたもので
あるにもかかわらず、私たちの予備調査から、⾃転⾞通⾏帯
がある道路とない道路とで⾞道を⾛る⾃転⾞の割合は変わら
ないことがわかっていたためである。 
 
4. 新たな⽬的 
 3.の考察を踏まえて私たちは、最終発表に向けた新たな⽬
的として、「⾃転⾞通⾏帯の利異様促進」を掲げた。⾃転⾞
通⾏帯の利⽤を妨げている要因や、⾃転⾞利⽤者の⼼理を調
査し、最後に⾃転⾞通⾏帯の利⽤を促進する⽅策の提案を⾏
う。 
 
5. 本調査 
5-1 聞き取り調査 
 ⾃転⾞通⾏帯がある道路において、歩道を⾛る理由を調べ
るため、聞き取り調査を⾏った。 
⽬的：⾛⾏場所選択の要因の調査 

① 

② 

③ 

④ 
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図 2. アンケート調査で提⽰した写真 



期間：2021 年 11⽉ 23 ⽇〜11⽉ 26 ⽇ 
時間：平⽇の 8 時~9 時、11 時~12 時 
   (ただし 11⽉ 23 ⽇は祝⽇であった) 
回答⼈数：17 ⼈ 
場所：A 筑波学院⼤学前(8 ⼈) 
   B 筑波学院⼤学 Tフィールド前(9 ⼈) 
 ⾛⾏中や信号待ちの⾃転⾞に、歩道を⾛る理由を聞いた。
また、⾃転⾞通⾏帯を⾛る⼈には⾃転⾞通⾏帯を⾛る理由を
聞いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. 聞き取り調査の実施場所 
 
5-2 聞き取り調査結果と考察 
 「⾞道は危険に感じる」「⾞道を⾛ることは⾃転⾞に申し訳
ない」などの回答を多く得られた。17 ⼈中 7 ⼈が歩道を⾛る
理由として、怖さや申し訳なさについて⾔及した。よって、
怖さや申し訳なさが歩道を⾛る主な要因であると考えられる。 
 
5-3 ⾃転⾞⾛⾏帯を⾛らせる⽅策 
 聞き取り調査より、⾃転⾞が「⾃分たちは⾞の邪魔をして
いる」と感じなく、⾞のドライバーが⾃転⾞の存在を意識し
つつも「⾃転⾞の存在を邪魔である」と感じないという２つ
の⼼理を醸成するための⽅策を考える。検討する⽅策は以下
の 5つである。 
1． 柵やポールを設置する 
2． 境界の⽩線を⾞道側に太くする 
3． ⾃転⾞通⾏帯を広くして⾞道を広くする 
4． 標識の設置 
5． ステッカーの設置  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5. 各⽅策のイメージ図 
5-4 アンケート調査 
 上記の⽅策の有効性を検証するために、アンケート調査を
⾏った。 
⽬的：⽅策の効果の検証 

期間：2021 年 12⽉ 10⽇〜12⽉ 13 ⽇ 
対象：社⼯⼆年⽣を中⼼とする筑波⼤⽣ 
⽅法：Google Formによるアンケート 
回答⼈数：170⼈ 

⾃転⾞利⽤者と仮定して、それぞれの⽅策が実施された場
合の恐怖や申し訳なさ、⾃転⾞⾛⾏帯の利⽤意欲の変化につ
いて調査した。また、⾃動⾞運転免許保持者に対して、⾞に
乗っていると仮定し、それぞれの⽅策によって、⾃転⾞を邪
魔であると感じなくなるかについて調査した。 

 

5-5 アンケート調査の結果と考察 
 アンケート調査の結果は以下の通りである。 
①怖さや不安の軽減に効果のある⽅策 
・柵やポールの設置 
・⽩線を太くする 
②⾞の邪魔になっているという⾃転⾞利⽤者の⼼理に効果の
ある⽅策 
・柵やポールの設置 
・⽩線を太くする 
・標識の設置 
③⾞が⾃転⾞を邪魔に思う気持ちの軽減に効果のある⽅策 
・柵やポールの設置 
・⽩線を太くする 
・標識の設置 
・ステッカーの設置 
④⾃転⾞通⾏帯の利⽤促進に効果のある⽅策 
・柵やポールの設置 
・⽩線を太くする 
⑤⾞が⾃転⾞を意識することに効果のある⽅策 
・⽩線を太くする 
・標識の設置 
・ステッカーの設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6. 各⽅策の効果 
 全体を通してみると、柵やポールの設置が最も効果的で、
それに次いで効果的な⽅策として挙げられるのが⽩線を太く

1. 2. 

3. 4. 5. 

① 

③ 

② 

⑤④



することであることがわかる。④を⾒ると、この⼆つの⽅策
が⾃転⾞通⾏帯の利⽤促進に効果的であることがわかる。ま
た、⾃転⾞通⾏帯を太くする⽅策は、①の⾃転⾞の恐怖や不
安感を取り除くのに⼀定の効果があるが、②、③においては
逆効果になっていることがわかる。これは⾃転⾞通⾏帯が太
くなることで、⾃転⾞側に⾞道を狭くさせて申し訳ないとい
う⼼理が⽣まれ、⾞側は⾃転⾞が⾞道に進出してきて邪魔だ
と感じるからだと推察できる。よって⾃転⾞通⾏帯を太くす
る⽅策は適切ではないと思われる。 
 以上の結果より、⾃転⾞⾛⾏帯の区別がわかりやすいほど
不安や申し訳なさが軽減するが、⾞は⾃転⾞を意識しなくな
ってしまうと考察できる。また、⾞に⾃転⾞の存在を認識し
ていると⾃転⾞⾛⾏者がわかることで、不安や申し訳なさを
取り除くことにつながると考察できる。 
 
5-6 コスト考察 
 各⽅策の、100mあたりの費⽤は以下のようになっている。 
・ポールの設置   →  120万円  [7] 
・柵の設置     →   60万円  [8] 
・⽩線を引く    →    3万円  [9] 
 アンケート調査の結果より、柵やポールの設置が、⾃転⾞
の怖さや申し訳なさを取り除くのに最も有効である事がわか
っているが、そのコストはいずれも⾼くなっている。⼀⽅⽩
線を引くために必要なコストは、100m あたり 3 万円と、柵
とポールと⽐べて⼩さい。ここで柵の設置と⽩線を引くこと
に注⽬してみる。⽩線を引くのに必要なコストは、柵を設置
するのにかかるコストの 1/20である。しかし図 6 を⾒ると、
⽩線を引くことで得られる効果は、①、②ともに柵やポール
の設置で得られる効果の 1/20 以上あることがわかる。よっ
て、コストパフォーマンスの⾯も考慮すると、⽩線を太くす
る⽅策が最も優れている⽅策であることがわかる。 
 
６．⽅策の提案 
 もっとも効果のある⽅策は「柵やポールの設置」であった
が、⾃転⾞通⾏帯の整備⾃体に⼤きなコストがかかるため、
柵やポールを設置によってさらにコストを上乗せすることは
現実的ではない。よって私たちの班では、「⽩線を太くする」
⽅策を提案する。これにより、コストを抑えつつ、⾃転⾞の
恐怖や申し訳なさをある程度取り除くことができ、⾃転⾞通
⾏帯の利⽤を促すことができる。 
 
７．他の⽅策の検討  
 本調査より、⾞への怖さや申し訳なさを軽減する⽅策とし
ては、「柵やポールの設置」、「⽩線を太くする」、この⼆つが
有効であることがわかった。また、標識の設置とステッカー
の設置は、⾃転⾞利⽤者の怖さや申し訳なさを軽減する効果
は薄いものの、⾞に⾃転⾞の存在を意識させる効果があるこ
ともわかった。本実習では調査対象を⾃転⾞通⾏帯のある道
路に絞っていたため、⽩線を太くすることが最適な⽅策であ
ると結論づけたが、標識とステッカーの⽅策は⾃転⾞通⾏帯
が無い道路においても実⾏可能であり、実際に効果が期待で
きることが今回の調査でわかっている。⾃転⾞通⾏帯に限ら
ず、⾃転⾞の⾞道⾛⾏の安全性という⼤きな観点で⾒ると、
標識とステッカーの⽅策も⼗分効果的な⽅策だといえる。よ
って、⾃転⾞の安全を守るためには、標識の設置やステッカ
ーの設置も積極的に⾏うことが望ましいと思われる。 
 
８．まとめ 

 筑波⼤学周辺は⾃転⾞利⽤者の数が多いが、⾃転⾞のため
の道路整備が⼗分なされていない。つくば市は⾃転⾞通⾏帯
の整備を進めているが、⾃転⾞通⾏帯を整備したとしても、
それが使われない可能性があることが本実習で判明した。そ
こで私たちは、⾃転⾞通⾏帯を⾃転⾞にとってより快適にす
る⽅策として、「⽩線を太くする」ことを提案する。この⽅策
は、⾃転⾞利⽤者の⾞への恐怖や不安の軽減、申し訳なさの
軽減、⾞利⽤者の⾃転⾞を邪魔だと思う気持ちの軽減に効果
があり、その結果⾃転⾞通⾏帯の利⽤促進、⾞利⽤者の⾃転
⾞への意識向上が期待できることがわかった。また「⽩線を
太くする」⽅策は、柵やポールを設置する⽅策と⽐べてコス
トパフォーマンスの⾯で優れており、より現実的な⽅策だと
いえる。「標識の設置」「ステッカーの設置」、この⼆つの⽅策
は、⾞利⽤者の⾃転⾞への意識向上に効果があることが判明
した。これらの⽅策も、⾃転⾞の⾞道⾛⾏を安全にするため
の⽅策として有効であるため、⾃転⾞通⾏帯がない道路に適
⽤するべきである。 
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